
  
 

 

 
 

 

平成 20 年 2 月 8 日（金）、新横浜国際ホテルにて、TSUNAMI 新春交歓会&第 104 回ビジネスプラン発表会を開催いたしました。当日は 400 名を越える 

方々にご来場いただきました。また、2 月 13 日（水）～2 月 15 日（金）は、パシフィコ横浜展示ホールにて TSUNAMI ベンチャーフェア 2008 を開催いたしました。 

それぞれ多数のご参加をいただき、盛況のうちに終了しました。今回は簡単ではございますが、両イベントにつきまして、ご報告させていただきます。 

 
    

  
   満員の発表会場 

 

  
  交流会の様子 
 

 
  

               
               エレクトロニクス講師 納村様 

                                             
                                         バイオ講師 池野様  

                                       
                                       株式公開支援パネルディスカッション 
 

ご参考 

研究開発型企業にとって重要な MOT（マネジメント・オブ・テクノロジー）をテーマに、エレクトロニクス、バイ
オ業界での事例、株式公開支援の立場から、3 つの分科会で、講演・パネルディスカッション、質疑応答

を行いました。スタートアップからエクスパンションへと発展段階に対応した課題や資金調達に関わる企業
評価、株式公開などについて、MOT の視点から検討を加えることができました。  

 ｢エレクトロニクスにおける MOT の実践｣  
講師：納村哲二氏、ソニー B2Bソリューション事業本部・FeliCa事業部・営業統括 事業開発部統括
部長、Moversa（モベルサ）取締役、フェリカポケットマーケティング 代表取締役社長 
テクノロジーを製品に繋げるためには何が必要なのか？ソニーの社内ベンチャーの実例に基づいたご講演

を頂きました。「FeliCaによる新事業創出の可能性」を題材に最先端の技術の活用による新事業創造に
ついてもお話しを頂きました。『FeliCa で世の中を変える、世の中が変わる』。     

 ｢株式市場から見たバイオベンチャー｣                                    
講師：池野智彦氏、エース証券 インベストメントリサーチセンター アナリスト 
90 年代半ばから国内でバイオベンチャーの設立が始まり、2000 年以降に IPO が本格化し始めました。た
だ米国市場でのバイオベンチャーの評価とはやや乖離があります。IPO 後のバイオベンチャーの戦略は？投

資家は赤字企業をどう評価すべきか？マーケットとMOTの視点からバイオベンチャーの検討を行いました。 
 ｢テクノロジー系ベンチャーへの IPO サポート｣ 

パネラー：阿藻裕太氏、IPERA 代表取締役、知財経営コンサルタント 
      高橋賢次氏、ネクストハンズオン・パートナーズ パートナー 

三宅綾氏、ジャスダック証券取引所 ステークホルダーズ本部 ステークホルダーズ戦略室長 
      山口直志氏、あずさ監査法人社員/公認会計士 

      山本健氏、エース証券 執行役員 引受本部 副本部長 
司会：柴田豊、TNP オンザロード インベストメントマネージャー 
テクノロジーベンチャーにとっての株式公開の意味を確認し、株式公開支援の観点から、ビジネス
モデル、事業計画、知的資産の評価、事業継続性の判断などを背景とした企業価値評価、そ
のための情報開示、IPO 後の展開など、IPO をめざすテクノロジーベンチャーの企業経営の中で
求められるものを MOT との関わりを含めて検討しました。この分野での豊富な実績を持つモデレ
ーターと、いろいろな立ち位置からのパネリストの参加により、多面的な検討を行いました。 
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2 月 8 日（金）は、まず TSUNAMI の定例イベントであります、TSUNAMI ビジネスプラン発表会を開催いたしま

した。発表企業は以下の 4 社です。 

・ アクアサイエンス（半 導 体 ウェーハ洗 浄 装 置 ） 

  http ://www.aqua-sc.com/ 代 表 者 ：砂 金 養 一 氏  

  半導体の分野で、化学薬品を使わずに洗浄を行う半導体洗浄装置の開発、販売を行う。世

界で唯一の技術で、低環境負荷、低コストの洗浄を実現する。事業パートナー、アライアンス

先、販路開拓希望。 

・ エムズサイエンス（創 薬 ） 

http://www.m-sc i .com/  代 表 者 ：嶋内明彦氏  

ブロックバスター製品（売上 1000 億円以上）になる可能性を持つパイプラインを複数有する、日本発の数

少ない本格的創薬バイオ・ベンチャー企業。現在は、中枢神経系領域の疾患及びがん疾患の治療薬に

ターゲットを絞って研究開発を進めている。資金提供、事業パートナー・人材紹介、アライアンス先希望。  
・ ドリームダイニング（全 米 展 開 を目 指 す和 食 ダイニング） 

  http ://www.tokyotable.com/Jp/ 代表者：江村哲也氏 

  ジャパニーズ・カジュアルダイニングを米国で展開している。ハワイで「Shokudo Japanese」の屋号で 1 店舗,

カリフォルニアで「Tokyo  Table」の屋号で 2 店舗、合計 3 店舗を展開。アメリカ人にも満足のいくテーブ

ルサービスを実現させている。今後、多店舗展開をしていく上で必要な、株式公開を視野に入れた会社

体制の整備にも力を入れ始めている。アライアンス先、資金調達希 望 。 

・ イスマンジェイ（エコ素 材 ） 

  http ://www.ismanj .com/  代 表 者 ：渡邊敏幸氏 

  独自開発の燃焼合成技術を活用して、サハラ沙漠の硅石と空中の窒素とを主原料として、汎用工業材

料シリコン合金『メラミックス』を製造する。産業領域；現用汎用工業材料『特殊鋼』の用途領域（自動

車産業等）の代替。年１００万トン規模（特殊鋼の５％）を目指す。資金提供希望。 

上記 4 社にご関心がある方は、TNP オンザロードまたは各社にお問い合わせください。  
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 新春交歓会 

                                            

    
                                                会場は満席に！ 

                                                                                                                                                                                                                 
                                             ～名刺交換などでご交流中～                     

           
挨拶をする池森理事長（左）と聴き入る参加者              牧本 次生 氏              これまでＴSUNAMI から上場された企業のご紹介 

＊著書に「デジタル革命」、「デジタル遊牧民」、 

「一国の盛衰は半導体にあり」などがあります。   
 

 TSUNAMI ベンチャーフェア 2008 開催！ 
去る 2 月 13 日（水）～2 月 15 日（金）、パシフィコ横浜展示ホールにてテクニカルショウヨコハマ 2008 が行われました。同展示会に「NPO 法人ベンチャー支援 
機構 TSUNAMI／（財）神奈川中小企業センター」として出展し、約 10 ブース分の広々としたスペースの中、ベンチャー会員を中心に合計４５社の研究開発 
型のベンチャー企業による技術、製品・サービスの展示を行ないました。TSUNAMI ベンチャーフェアは毎年同時期に行われており、「ベンチャー会員のビジネス 
拡大を目的とした出会いの場の提供」を合言葉として、ベンチャー企業とその技術を活用しようという企業の商談会として位置づけられています。TSUNAMI 
ブース出展者・４５社をご紹介します。業務内容にご関心のある方は、右下欄の連絡先までお問い合わせ下さい。 

【出展企業（五十音順）】 
アーズ㈱、アクアサイエンス㈱、アスカティースリー㈱、イーメックス㈱、㈱泉技研、インシリコバイオロジー㈱、㈱インタロボット、㈱エーシティー・エルエスアイ、 
XCIDIA,Inc、㈱NT マイクロシステムズ、㈱エミール、ＯＮＰＯＯ㈱、㈱環境機器開発、関西ブロードバンド㈱、㈱キュービーファイブ、 
㈱クエイザーシステム、㈱グローバルヘルス、㈱ケイエスピー、慶應義塾大学発ベンチャー企業㈱ＳＴＡＣ、㈱KENTECH(MS)、㈱Ko・zai 企画、 
コバテル㈱、CIM㈱、シリコンライブラリ㈱、（有）スターソリューションズ、 
Stratosphere Solutions, Inc、㈱タケシバ電機、ダブル・スコープ㈱、 
筑波精工㈱、㈱ティー・ワイ・ソリューションズ、 
東北大学工学部同窓会関東地区支部、特定非営利活動法人 YUVEC、 
㈱ナノビオテック、ナレッジオートメーション㈱、㈱バイオス医科学研究所、 
㈱ピーアイ技術研究所、プラネットワークス㈱、㈱三好池、㈱ユードー、 
ユーフォニックテクノロジー㈱、㈱ユネクス、 
よこはま高度実装技術コンソーシアム（YJC）、リプラス㈱、レクポート㈱、㈱レピカ 

 

 

 

 

 

 

 

☆★★☆ 今後の活動予定 ☆★★☆ 
第 105 回「TSUNAMI」ビジネスプラン発表会 

日  時： 平成 20 年 3 月 12 日（水）   発表会： 13:30 ～ （発表後、交流会） 

  会  場： 学校法人 岩崎学園 横浜西口 2 号館 
〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-17 相鉄岩崎学園ビル内 8 階（横浜駅西口より徒歩 3 分） 

 

(株)TSUNAMI ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ 

(株)TNP ｵﾝｻﾞﾛｰﾄﾞ 
（TEL）045-470-8088 (FAX) 045-470-8090 

井汲 ／飯塚 ／奈尾 ／藤井 ／伏見 

  

ビジネスプラン発表会、分科会に引き続き、17:30 から 2 階の大ホールで TSUNAMI 新春交歓会が行

われました。NPO 法人ベンチャー支援機構 TSUNAMI が昨年 6 月に発足し、初めての新春交歓会と

なり、同機構の池森理事長（株式会社ファンケル名誉会長）から今までの活動報告や方針などのお

話しがありました。各方面からのご来賓挨拶に加えて、キーノートスピーチとして、「がんばれ！ニッポン

半導体」と題してテクノビジョン代表 牧本次生氏(元 日立製作所 専務取締役、元 ソニー 執行

役員専務) のご講演が行われました。半導体の進化をたどりながら経営の視点も含めた分かりやす

いお話しをお聴きできました。半導体産業における標準化とカスタム化のサイクル現象は、91 年にエレ

クトロニクス・ウィークリー紙（英）によって「牧本ウェーブ」と名づけられました。ミスター半導体とも称され

た牧本氏のお話しは専門外の方々にも大好評で、特に最後にご自身が作詞された歌が流されるに

いたっては大変な盛り上がりとなり、和気あいあいとした雰囲気の中で講演が終りました。 

また、(株)PALTEK の高橋社長より、これまでにＴSUNAMI から上場された企業 6 社のご紹介がありま

した。オープンプラットフォームである TSUNAMI の活発な交流の場として、広範な方々がご参加され、

総勢 320 名ほどの方々で会場が賑わい、皆様のお陰様で無事大盛況に終えることができました。 

 

No.２ 


